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平成27年11月9日（月）　　司会：慶長　孝太　記録：馬場　勇治
	小笠原
	東
	矢幅
	小嶋
	菅原
	慶長
	鳥谷部
	服部
	戸賀沢
	三浦
	工藤
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	業務
	業務
	公休
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	業務

	藤田
	川井
	佐々木
	油津
	會津
	馬場
	岩澤
	坂本
	佐藤
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	○
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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・個人のロッカーの施錠を徹底すること。
・北山　幸博様デイケア体験利用　11/12（木）予定。
・二川目　健治様11/11（水）より正式利用開始予定。
・看護内グループ研修11/16（月）、17（火)　17：15～18：00
　場所：病院2階会議室
　対象：看護スタッフ
テーマ：心理教育
　講師：小嶋心理技術員
＜青明舎利用者様情報＞
・高柳　和子様　～11/4定期訪問実施。体調について尋ねると、10/29は朝になって気持ちが向かなかった為、デイケアを休んだ事を話されている。頓服薬は服用しなかったとの事。食事、睡眠問題はないとのこと。居間の蛍光灯が切れ、自分で買い置きの物と交換できた事を話されているとの情報提供あり。
・清水　秋男様　～11/5定期訪問実施。体調を聞くと「変わりない」と話すが、2～3週間前から右胸に筋肉痛のような痛みがあるとの事。職場で力を入れたり、排便時に力が入ったりした時に痛みを感じると話している。主治医・訪問看護に話していないとの事だったので、次回受診時に相談するよう促しているとの情報提供あり。
・我満　奈津紀様～11/7定期訪問実施。居間は物が乱雑に置かれている状態との事。体調を尋ねると、皮膚科で処方された内服薬(デパス)の副作用が酷く、日中の眠気が酷いと話している。10/30に娘様と言いあいになりパニックとなってしまってデパスを3錠服用してしまったこともあり、今週は体調が悪く、デイケアへ行けなかったという。後に娘とは和解で来たとの情報提供あり。
・野月　利章様　～11/7に来所し、体験利用している。その後青明舎利用者（根地戸様）が来所すると、時折困ったような様子を見せながらも愛想よく会話をしているとの事。途中で「一人で根地戸様の相手をすると心が折れるから」と土佐将志様に連絡を入れていた様子。他者(土佐将志様、青木紀子様、寺沢彩様)と談笑して過ごしている。入院期間で体力が落ちたと話し、デイケアだけでも疲れると話していたと情報提供あり。
・青木　紀子様　～11/8定期訪問実施。11/5「チョコクッキー」の体験利用について、「作業は難しかったけど、事業所の雰囲気は良かったです。」と答えられているとの事。本人は体験利用時戸惑ったりもしたが、声をかけてくれる利用者もいて安心したと話している。11/7は23：30まで起きていてあまり眠れていないと話されていたとの事。深夜に空腹となり買い置きしていたお菓子を大量に食べてしまうと話しているとの情報提供あり。
・東海林　康之様～11/8定期訪問実施。ラボーロでの就労について、今まで熱心に取り組んで工賃を20,000円以上貰っていたので、貰い過ぎと考え15,000円程度に抑えたとの事。貯金も無く、年金も滞納していた期間があり受給できないので生活保護はこれからも継続していなければならないと考えていると話している。11/5にはハローワークへ行ってみたが、本人の年齢では求人があまりなかったと話している。金銭面ではやり繰り出来ている様子だったと情報提供あり。
＜グループホーム入居者様情報＞

　・五日市　規様～11/6訪問時、皮膚科受診について聞くと、手や頭皮についてはＤｒに「ひどいですね。」と言われたとの事。病名や原因などの説明は無く、飲み薬と軟膏が処方になり、エンペシドクリーム1％、リドメックスコーワ軟膏0.3％、服薬はプレドニゾロン5㎎を5日分処方になったと話している。頭皮の湿疹はオクトシャンプーを使い頭皮の瘡が少なくなってきたため、当面は継続して使用してみると話していると情報提供あり。
・坂本　健治　様～11/6訪問時、「風邪気味です。咳と鼻づまり、痰が出ています。」と話しているとの情報提供あり。
・繁名　和恵　様～「季節の変わり目で、頭痛がします。今日はデイケアは休みます。」と話している。デイケアに行って過ごすように話すと、「お尻からも血が出てるし。」と話す為、痛みがあるか確認するとないとの事。病院に行くように勧めると、麻美レディースクリニックに行くと話しているとの情報提供あり。
・下妻　康貴　様～11/6の訪問時、左膝の裏の痛みは良くなってきたと話している。

＜利用者様情報＞
　・小泉　晋哉様～来所時、顔面紅潮あり体調確認している。バスで来る途中「具合が悪くなって、吐き気とお腹が痛くなって､少し八戸駅で休んでました。」との事。体温36．2℃　血圧147/79mmHg　脈拍64回/分　「日曜日からお腹がグルグルなって、調子悪くて。」と話している。症状治まらず、静養室で休む事を勧め誘導している。静養室で休養後は「大分良くなった。」と話し、プログラムを見学している。引き続き午後の体調確認していく。
　・高橋　洋子様～本人より電話があり、「鎮痛剤を飲んでいるけど、時々後頭部が痛くて今日休みます。」と話している。先週末、病院受診したか確認すると「行ってません。水曜日の問診だからその時に診て貰う。」との事。デイケア利用時は体調の確認をしていく。
　・馬渡　武光様～運動プログラムでは、ウォーキングは腰に負担がかからないように、ゆっくり歩いている。ラジオ体操は椅子に座って参加している。｢腰はなんともないよ。お風呂に入った後、湿布貼れば大丈夫だよ｣と話している。引き続き腰痛の有無を確認していく。
　・鈴木真知子様～トイレに入るのは頻回であるが、プログラムには問題なく参加できている。話し掛けにも、表情良く答えられている。引き続きデイナイトケアでの過ごし方を観察していく。
・倉橋 生子様～先週、変薬になり様子を確認すると｢今までで、1番足が重いし、眩暈もするんだよ｣と話している。毎日、体の症状をノートにメモしているとの事。担当医に次回問診時に話すよう伝えている。引き続き体調等確認し症状の変化を確認していく。
＜外来情報＞

・田名部　浩平様～本日採血、尿検査を施行。
・若松　健一　様～血圧が高値の為、体重を減らすよう指導している。

実施日：H27年11月9日（月）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　担当チーム：三浦（主担当）・戸賀沢・藤田

参加者：三浦、慶長、鳥谷部、川井、馬場、佐々木、藤田、岩澤、佐藤

検討内容　

	氏名
	寺沢　彩　様
	性別
	女
	年齢
	25
	生年月日
	H2.10.19

	主病名
	統合失調症
	合併症
	重症筋無力症

	治療方針（医師の指示）
	安定した病状の維持を図り､自宅で生活することが出来る。

	本人希望
	自宅で暮らしたい。いずれ就労（介護）したい。

	家族希望
	いずれ就労してもらいたい。

	入院歴
	計　1　回（当院／H22.12.16～H23.1.7）

	通所歴
	2回目

· 今回：H27.9.16～現在（週3回/月･水･金曜日）

	その他サービス利用
	地域活動支援センター｢青明舎｣活動室　利用中

	住居：八戸市内にある市営住宅にて生活。

家族状況：母親･兄と3人暮らし。父親は八戸市内にて生活しており､現在も時折関わることがある様子で､関係性は良好。母親は無職で､自宅で過ごしていることが多い様子。兄の給料､本人の年金収入にて生活している。
	家族構成











	利用制度
	＊自立支援医療制度　受給中

＊精神障害者保健福祉手帳　2級　受給中

＊障害厚生年金　2級　受給中


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	①対人関係においてストレスを感じた際､自分なりに対処することが出来る。
	①他者に対する不安や不満等を職員へ相談し､対応方法を検討して実践出来る。
	①他者に対する不安や不満がある際､体調不良等を呈したり､過剰に反応して相手を攻撃するのではなく､職員へ相談して対応方法を検討することが出来る。
	①不安・不満がある際は、スタッフや主治医へ相談し解決方法を一緒に検討する。

	②身体疾患に対する不安について､周囲へ相談し自ら対処出来る。
	②身体疾患に対する不安が生じた際､相談し対処方法を職員と検討することが出来る。
	②身体疾患に対する不安が生じた際､周囲へ相談することが出来る。
	②身体疾患の治療を継続するにあたり生じる不安･悩みを主治医･看護師･デイケア職員等へ相談し､不安の解消法を検討し実行する。

	③自分に合った就労場所を検討し､ステップアップを踏んで就労することが出来る。
	③就労に向け､ハローワークや青明舎等､他関係機関と連携を取り､ステップを踏んで進めることが出来る。
	③自身の病状や作業及び対人能力について把握し､就労のステップアップの段階を考えて行動することが出来る。
	③他者とのトラブルや､病状に変化があった際は振り返りを実施し､どのように就労まで繋げていくか職員と話し合う。また､トラブルの際は､なるべく自分で解決出来るよう助言を行う。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①他者に対する不安や不満がある際､体調不良等を呈したり､過剰に反応して相手を攻撃するのではなく､職員へ相談して対応方法を検討することが出来る。
	他者との関係において脆弱性が強く､上手く関係性を築けないとすぐに相手を嫌い､絶縁する等の方法を取ることが多い。特定の青明舎利用者に対しても不満を抱いているものの､自ら喧嘩を仕掛けることはなく､職員へ相談することが出来ている。デイケア利用中に関しては他者と衝突することなく交流することが出来ている。（達成度70％。）
	対人関係におけるトラブルへの対処能力が低度であることから､計画を継続。

	②身体疾患に対する不安が生じた際､周囲へ相談することが出来る。
	重症筋無力症に罹患しており､上記による不安や悩みを抱えることで情動が不安定となることがある。随時職員へ相談したり､デイケアに来所して気晴らしをしたりして過ごしており､対処することが出来ている。（達成度90％）
	身体疾患への不安から情動不穏を呈することがある為､計画を新規で立案。

	③自身の病状や作業及び対人能力について把握し､就労のステップアップの段階を考えて行動することが出来る。
	現在も就労への意欲があるものの､重症筋無力症の治療を継続し､短期の入退院を繰り返していることで負担・不安が強く､身体状態が改善してから就労について検討していくこととしている。就労について､優先度は低い様子であり､本人の意思を尊重しつつ対応していく。（達成度10％）
	自身の能力把握が困難であること､また､モチベーションの維持の為に早期に就労移行を検討していく為､計画を継続。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	①対人関係においてストレスを感じた際､自分なりに対処することが出来る。
	①他者に対する不安や不満等を職員へ相談し､対応方法を検討して実践出来る。
	①他者に対する不安や不満がある際､体調不良等を呈したり､過剰に反応して相手を攻撃するのではなく､職員へ相談して対応方法を検討することが出来る。
	①不安・不満がある際は、スタッフや主治医へ相談し解決方法を一緒に検討する。

	②身体疾患に対する不安について､周囲へ相談し自ら対処出来る。
	②身体疾患に対する不安が生じた際､相談し対処方法を職員と検討することが出来る。
	②身体疾患に対する不安が生じた際､周囲へ相談することが出来る。
	②身体疾患の治療を継続するにあたり生じる不安･悩みを主治医･看護師･デイケア職員等へ相談し､不安の解消法を検討し実行する。

	③自分に合った就労場所を検討し､ステップアップを踏んで就労することが出来る。
	③就労に向け､ハローワークや青明舎等､他関係機関と連携を取り､ステップを踏んで進めることが出来る。
	③自身の病状や作業及び対人能力について把握し､就労のステップアップの段階を考えて行動することが出来る。
	③他者とのトラブルや､病状に変化があった際は振り返りを実施し､どのように就労まで繋げていくか職員と話し合う。また､トラブルの際は､なるべく自分で解決出来るよう助言を行う。


